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前進後退の
結語
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本章の結語Conclusion

ヘーゲルの弁証法、
反主題キルケゴールの存
在に向きう精神、
マルクス歴史弁証法を
サルトルが自説に採り込
む。その過程が読める
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その頁
本書 頁
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ヘーゲル、キルケゴール
マルクス、サルトルを弁
証法と実存でまとめた表

（マルクス主義と実存主
義の章にて既投稿）
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サルトルはそれぞれから
弁証法、個、弁証法歴史、
Praxisの概念を採りいれ
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個が己の歴史座標を求め
る（実存）
Praxisを発動し歴史に参画
する（実存主義歴史弁証
法）
歴史は進み社会が停滞す
る（Pratico-Inerteは次
章)

サルトル実
存歴史弁証
法



ヒトは歴史的であらねば
ならない、己本来のpraxis
行動によって、間断無し
に自身の定義を確認する
（歴史での座標）、変化
によってもたらされ触発
される事象を、自己に取
り込み乗り越えるヒトは
発展する（Praxis)。その
うえで我々がそうである
かに、存在する者として
性格づける（実存者の歴
史参画）
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いわゆる「人類学」はヒ
トを問うものではない。
人の事象同士の関連、さ
らには意味を持つ場で人
がどのように表現される
のか、それらの意味合い
（社会構造、集団の組成、
制度の変遷など）はいか
にして継続されるかを対
象とする。

これはヒトを学ぶのでは
ない。モノを追求する

ヒトの実際Réalité de l’
hommeを求める学
実存主義人類学をサルト
ルが提唱
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部族民通信SNS活動、ご
訪問ください
X (Twitter) 部族民通信ア

ドレス
https://x.com/9pccwVt
W6e3J3AF
Youtube部族民通信ホーム
のアドレス

Youtube.com/@tribesm
an-c5y
ホームページアドレス
www.tribesman.net
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